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2017.04.11作成 

【福島県合同輸血療法委員会】 

輸血に関するアンケート調査集計結果（2016年） 

＊参考：【 】内は２０１５年１月~１２月の調査結果 

 

１ 調査対象施設等 

 （１）調査対象施設：県内の病院９８施設 

 （２）調査対象期間：２０１６年１月から１２月まで 

（３）調査方法：アンケートへの依頼文書を郵送で送付し、福島県薬務課のホームページよりファイル（Excel形式） 

でダウンロードし、記入したファイルをメールに添付した形で回収した。対応が困難な場合は、FAX 等で回収

した。 

 （４）回収率：８９．８％（８８病院から回答） 

 

２ 集計結果の概要（項目別）  

 Ⅰ 輸血管理料取得状況について 

 ４５病院（５１．１％）〔管理料Ⅰ：１２病院、管理料Ⅱ：３３病院〕 

 Ⅱ Ｉ＆Ａ取得状況について 

 取得済：４病院、取得予定：１病院、取得予定なし：８２病院、無回答：１病院 

 Ⅲ 輸血療法委員会等について 

  （１）輸血療法委員会等の設置数 

  ６６病院（７５．０％）※内２施設は２０１６年に新設 【６５病院（７３．２%）】 

 

    （２）輸血療法委員会を設置しない理由（複数回答あり） 

  ２２病院（２５．０％） 

（使用がほとんどない：１１、他の委員会で協議：６、指導医がいない：１０、その他：２） 

 

  （３）輸血療法委員長の職種 

 医師（専門科目：外科２５（心臓血管、脳神経、消化器、整形等を含む）、内科２１（消化器、循環器、腎臓、血液等を含む）、循環器科４、麻酔科

３、泌尿器科３、病理細胞診１、産婦人科１、消化器科１、輸血・移植免疫部１、小児科１、精神科１、歯

科１、記載なし１）、看護師１、臨床検査技師１ 

 

  （４）輸血療法委員会の開催回数（回/年） 

     ６回/年：４３、１２回/年：９、１回/年：５、２回/年：３、３回/年：２、９回/年：１、４回/年：１、 

１～２回/年：１、随時：１ 

  

   （５）-１ 県内認定臨床輸血看護師、アフェレーシスナース、自己血輸血看護師、認定輸血検査技師人数（合計） 

      認定・臨床輸血看護師：５９、認定・アフェレーシスナース：２、認定・自己血輸血看護師：１０ 

     認定・輸血検査技師：２５ 

 

  （５）-２ 輸血療法委員会参加人数（医療施設数/輸血療法委員会有６６施設） 

認定臨床輸血看護師：３０（１３／６６）認定・アフェレーシスナース：０ 

認定・自己血輸血看護師：５（３／６６） 認定輸血検査技師：１４（１１／６６） 

 

 

 Ⅳ 指針等について 

  （１）輸血部門の設置数等（複数回答あり） 

   輸血部門：６０病院（６８．２％）【２０１５年：６２病院（７１．３%）】 

  検査部 ５３件 

  輸血部  ２件  

薬剤部  ４件 

        その他  １件    
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   血液製剤保管場所（複数回答あり） 

  検査部 ６５件 

  薬剤部 ２０件 

  輸血部 ４件  

  その他 ３件  

   未回答 ４件 

 （２）自記温度計、警報装置の設置数等（複数回答あり） 

   自記温度計：６９病院（７８．４％）【６８病院（８０．０%）】 

  記録の頻度 毎日    ６６件 

    その他    ２件 

    週に１回   １件                 

        

警報装置：７６病院（８６．４％）【７３病院（８５．９%）】 

 

   冷蔵庫・冷凍庫の保守点検の頻度 毎日 ４９件、年に１回 １１件、月に１回 １０件 

週に１回 ４件、半年に１回：１件、その他９件 未回答４件  

 （３）他の管理項目等 

1)運搬容器の設置：６５病院（７３．９％）【６５病院（７４．７％）】 

 

2)輸血用血液製剤と血漿分画製剤の管理の一元化：３２病院（３６．４%）※血液製剤のみ一元管理：1施設 

【３６病院（４１．４％）】 

 

3)管理記録簿等：８８病院（１００．０％）【８７病院（１００．０％）】 

      内訳（複数回答有） 

手書き伝票：３９、コンピュータ管理：３０、両方：２０、その他：２ 

（４）感染症検査用検体の保管等 

     ６７病院（７６．１％） 【６３病院（７２．４％）】 

（５）輸血前後の感染症検査の実施 

     輸血前後両方 ３６、輸血前のみ ２８、輸血後のみ １０、行っていない １３、無回答 １ 

 

 Ⅴ 輸血用血液製剤使用状況について  

   全血液製剤使用単位数合計２４９，１８５単位 

  （１）赤血球製剤の使用量は１０３，１９８単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、４１．４％である。 

  （２）血小板製剤の使用量は１１８，１９５単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は、４７．４％である。 

  （３）血しょう製剤の使用量は２７，７９２単位で、輸血用血液製剤全体に占める割合は １１．２％である。  

 

 Ⅵ 輸血用血液製剤廃棄状況について 

   全血液製剤廃棄単位数合計２，４７８単位 【２，７７９単位】 

   全血液製剤の廃棄率は０．９％である。 【１．１％】 

 （１）赤血球製剤の廃棄量は１，６３７単位。【１，５５０単位】 

 （２）血小板製剤の廃棄量は４００単位。 【４００単位】 

 （３）血しょう製剤の廃棄量は４４１単位。 【８２９単位】 

 

○輸血用血液製剤の在庫状況  

輸血用血液製剤在庫有 １３病院 
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Ⅶ （１）年代別及び男女別輸血状況について 

輸血患者総数 １７，６６７人  

 ９０歳以上  １，４３１人（ ８．１％） 

 ８０-８９歳  ４，３６１人（２４．７％） 

 ７０-７９歳   ５，９４０人（３３．６％） 

    ６０-６９歳  ３，１８８人（１８．０％） 

        ５０-５９歳  １，２８５人（ ７．３％） 

    ４０-４９歳     ６４４人（ ３．６％） 

    ３０-３９歳     ２９８人（ １．７％） 

    ２０-２９歳    １６９人（ １．０％） 

    １０-１９歳      １１０人（ ０．６％）  

      ５-９歳         ５５人（ ０．３％）     

         ０-９歳    １８６人（ １．１％）  

 男性 ８，７４５人 （４９．５％） 

 女性 ８，９２２人 （５０．５％） 

  

 

  （２）疾患別輸血患者数  ※２０１６年７月（ひと月分）の状況 

     疾病別輸血患者数合計  ２，７９５人 

  悪性新生物    ３７１人（１３．３％） 

  血液及び造血器   ４１３人（１４．８％） 

消化器系    ５６６人（２０．３％）    

循環器系    ２３８人（ ８．５％） 

損傷・中毒及びその他の外因２５８人（ ９．２％） 

尿路性器系        １２０人（ ４．３％） 

  妊娠・分娩         １３人（ ０．５％） 

     不詳           ３１４人（１１．１％） 

その他          ５０２人（１８．０％） 

 

 

  （３）疾患別輸血単位数  ※２０１６年７月（ひと月分）の状況 

     疾病別輸血単位数合計    ２２，９７０単位  

悪性新生物    ５，１７１単位（２２．５％） 

  血液及び造血器      ３，８６６単位（１６．８％） 

消化器系    ４，００８単位（１７．４％）    

循環器系    ２，６１０単位（１１．４％） 

損傷・中毒及びその他の外因１，３４７単位（ ５．９％） 

尿路性器系          ８８４単位（ ３．８％） 

  妊娠・分娩           ７９単位（ ０．３％） 

     不詳           １，６２８単位（ ７．１％） 

その他          ３，３７７単位（１４．８％） 
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Ⅷ（１）診療科別輸血状況（２００床以上の医療施設のみ回答 回答医療施設数：３０） 

 ※内２施設が、輸血患者数の統計が不可であったため、集計結果から除外した 

  赤血球製剤輸血患者数 【全診療科患者数 １２，８７２人】 

    内科全体数    ６，２８１人 

      消化器内科： ２，０３２人        

      循環器内科：   ７８６人   

            呼吸器内科：    ９７人 

      血液内科：  ２，６３７人 

      その他内科：   ７２９人 

 

    外科全体数    ４，３７４人    

消化器外科： １，２７１人 

      呼吸器外科：    ６６人 

      心臓血管外科：  ９７７人 

      形成外科：     ８１人 

      整形外科：  １，３５７人       

      脳神経外科：   ２９４人  

      その他外科：   ３２８人 

 

    その他診療科全体数２，２１７人 

      小児科：     １４６人 

      産婦人科：    ４４９人 

      泌尿器科：    ６７４人 

      麻酔・集中治療科：８１１人 

      その他：     １３７人  

 

 

  血小板製剤輸血患者数 【全診療科患者数 ２，３６６人】 

    内科全体数    １，３３８人 

      消化器内科：    ９２人   

      循環器内科：    ４９人 

            呼吸器内科：    １４人 

      血液内科：  １，１３２人 

      その他内科：    ５１人 

 

     外科全体数     ６５０人 

消化器外科：    ９３人 

      呼吸器外科：    １０人 

      心臓血管外科：  ４６９人 

      形成外科：      ２人 

      整形外科：     ３６人       

      脳神経外科：    ２２人  

      その他外科：    １８人 

     

その他診療科全体数 ３７８人 

      小児科：      ７２人 

      産婦人科：     ４２人 

      泌尿器科：     ７１人 

      麻酔・集中治療科：１７４人 

      その他：      １９人 
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  血漿製剤輸血患者数 【全診療科患者数 ２，５９６人】 

    内科全体数     ５１８人 

     消化器内科：   ３２１人   

     循環器内科：    ８５人 

            呼吸器内科：    ０人 

      血液内科：    ６８人 

      その他内科：   ４４人 

 

    外科全体数   １，２２３人 

消化器外科：  ３３１人 

      呼吸器外科：    ６人 

      心臓血管外科： ６９７人 

      形成外科：     ３人 

      整形外科：    ７４人       

      脳神経外科：   ５３人  

      その他外科：   ５９人 

 

    その他全体数    ８５５人 

     小児科：      ６８人 

     産婦人科：    １３５人 

     泌尿器科：     ７６人 

     麻酔・集中治療科：５５６人 

     その他：      ２０人  

 

 

Ⅷ（２）診療科別輸血状況（輸血単位数） 

赤血球製剤輸血単位数 【全診療科単位数 ６８，４２１単位】 

内科全体数     ３０，３１８単位  

      消化器内科：   １１，２９９単位       

      循環器内科：    ４，０９２単位  

            呼吸器内科：      ４１４単位 

      血液内科：    １０，７７０単位 

      その他内科：     ３，７４３単位 

 

     外科全体数     ２５，７１５単位    

消化器外科：    ６，７１９単位 

      呼吸器外科：      ３７４単位   

      心臓血管外科：  １０，４３０単位 

      形成外科：       ３１３単位 

      整形外科：     ４，８３３単位       

      脳神経外科：    １，３６４単位 

      その他外科：    １，６８２単位 

 

    その他全体数     １２，３８８単位    

      小児科：      １，３３１単位 

      産婦人科：     ２，１０３単位 

      泌尿器科：     ２，９１２単位 

      麻酔・集中治療科： ５，４６９単位 

      その他診療科：     ５７３単位 
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血小板製剤輸血単位数 【全診療科単位数 ８０，０１８単位】 

内科全体数      ５０，８１５単位 

      消化器内科：    ２，０５０単位       

      循環器内科：      ９７５単位  

            呼吸器内科：      １８５単位 

      血液内科：    ４６，６１５単位 

      その他内科：      ９９０単位 

 

外科全体数       １４，５７０単位 

消化器外科：     ２，２７５単位 

      呼吸器外科：       ５５５単位   

      心臓血管外科：   １０，３３０単位 

      形成外科：         ３０単位 

      整形外科：        ６３０単位       

      脳神経外科：       ３２５単位 

      その他外科：       ４２５単位 

 

その他全体数     １４，６３３単位 

      小児科：       ９，５４５単位 

      産婦人科：        ７６０単位 

      泌尿器科：        ５７５単位 

      麻酔・集中治療科： ３，３３５単位 

      その他診療科：     ４１８単位 

 

血漿製剤輸血単位数 【全診療科単位数 ２４，９７５単位】 

内科全体数        ６，００３単位 

      消化器内科：    ２，５４８単位       

      循環器内科：      ７４１単位  

           呼吸器内科：        ０単位 

      血液内科：       ７６０単位 

      その他内科：    １，９５４単位 

 

    外科全体数      １２，０６１単位    

消化器外科：      ３，２６２単位 

      呼吸器外科：           ３０単位   

      心臓血管外科：    ７，９３６単位 

      形成外科：              ８単位 

      整形外科：          ３０６単位       

      脳神経外科：          ２３８単位 

      その他外科：          ２８１単位 

 

    その他全体数       ６，９１１単位 

      小児科：        ３６０単位 

      産婦人科：          ５９０単位 

      泌尿器科：          ３５４単位 

      麻酔・集中治療科：５，３０９単位 

      その他診療科：      ２９８単位 
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Ⅸ自己血輸血について 

自己血輸血実施病院：２８病院（３１．８%） 

    

○貯血式自己血輸血（液状保存） 

実施症例数（同種血併用例）：１，５３４例（１６例） 

採血量（貯血量）：４，５５０．６単位  

使用量（輸血量）内訳：３，９４３．４単位 

  

○貯血式自己血輸血（凍結保存） 

実施症例数（同種血併用例）：８例（０例） 

採血量（貯血量）：１６単位  

使用量（輸血量）： ５単位  

 

 ○回収式自己血輸血 

実施症例数（同種血併用例）：５４８例（１７４例） 

使用量（輸血量）：１，２８２単位  

 

○希釈式自己血輸血 

実施症例数（同種血併用例）： １５例（０例） 

採血量（貯血量）：４６単位  

使用量（輸血量）：４６単位  

 

 Ⅹ 血漿分画製剤使用状況について  

   グロブリン製剤合計：１３，９１７本【１２，８７２本】 

   たん白製剤合計：３０，５４６本（内 アルブミン製剤３０，２８５本） 

   組織接着剤合計：６，８０１本 

   血液凝固因子製剤合計：９，６１２本 

      その他血漿分画製剤：２，２２４本 

 

   血漿分画製剤使用本数合計：６３，１００本 

 

 ＸＩ 製剤別購入量・廃棄量について 

  （１）赤血球製剤の購入量は１０４，８３５単位、廃棄量は１，６３７単位、廃棄率は１．６％。 

  （２）血小板製剤の購入量は１１８，５９５単位、廃棄量は４００単位、廃棄率は０．３％。 

  （３）血しょう製剤の購入量は２８，２３３単位、廃棄量は４４１単位、廃棄率は１．６％ 

 

ⅩⅡ外来輸血及び在宅輸血について 

（１）外来輸血実施医療施設数：４１施設 

（２）在宅輸血の実施： １施設  

（３）在宅輸血の際の交差適合試験の実施： １施設 

（２０１７年３月３１日までの集計分） 

 

 

 


